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物 心 郎｣ 編集長が丸森町初来訪 !

｢ ソト コトJ は人や環境に優しい ライフス タイル の 提案を続ける

情報誌 です｡ 震災後 には ､ 地域 づくウ ･ 移住 ･リノベ ー シ ョ ンと ､

時代の 必要に応じたテ ⊥ マ を次々と打ち出して い ます｡

鴨 るもわ移住∵定住サ ポ ー

トセ ンタ
ー

じゅ
- ぴた っ｣ の オ ー プ ン

記念も合わせ て ､ と びき少なト ー

クイ ベ ン ほ 開催 い たします｡
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時 間 1 4 :0 0 ～ 1 6 :3 0

会 場 蔵の郷土館 ｢ 奮理屋敷｣ 新館
(丸森町字町西 2 5)

参加費 無料

前半 : 講演会

｢移住受入 れ の い ろば｣
～ 失敗事例から

"

も
〃

学ぶ移住のあり方 ～

月刊 ｢ ソトコ ト｣ 編集長 と

指出 一 正 (さしで かずまさ) 氏 ≠
月刊 『ソトゴト』編集長 ｡ 1 9 6 9 年群馬県生まれ ｡ 上智

大学法学部国際関係竜学科卒業｡ 雑誌 『O utd 0 0 r』

編集部 ､
『R o d a n d R e el』編集長 を経て ､ 現職｡ 島根

県 ｢ しま コ 一丁 カデミ ー

｣ メ イy 講師､ 広 島県 ｢ ひるしま

.

｣

暫
里山ウエ ー ブ拡大プ ロ ジ 王 クト｣ 全体統括メン タ ー

､ 高知県文化広報誌 『と喜ぶし』
編集重層 ､ 沖縄県久米島町アドノくイサ ー

､ 静岡県 ｢地域の お店デザイン表軌
審査委属長 ､ 奈良県 r 奥大和アカデミ ー

J メイン講師､ 広島県 ｢ ひるしま さとやま

未来博 20 1 7 ｣ 総合監修をはじめ､ 地域の プ ロ ジ 王 クーに多く携 わる｡ 著書に 『lどくら

蛙地方で 幸せ を見 っ ける』 (ポプ ラ新書) ｡ 趣味虞 フライフ ィ示シ ソグ｡
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後半: パ ネル ディス カッ シ ョ ン

r H E L P ! 丸森｣ 廠 変わっ て いく
司会進行役: 指出編集長

移住者 西岡 恵豊凄 ん (コな フ ェ ペ ル シ ッ 郎

岩佐 未弧さ ん
(餌灸指圧按摩マ ッサ ー ジ師t′みそⅡ房 S O Y A)

地元住民 谷津 利明きん (耕野 路 ころ柿農家)

爪巻 眞由さん 扶 然藍染 億嘩 代表)

憾拙謝緒 高瀬 絵梨脅さふ
はるもう移住 ∵定住サポ ー

トセ ン タ
ー

じゆ - ぴた っ∋

安島 和仁さん (子育て 定住推進課)
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宗近よく聞く ｢ 移住｣ っ て ?

｢ 移住｣ で地域がどう変わるの ?

様々な垂例怪聞きながら､ 丸森らしい ｢移住｣

のあり方を｢ 緒に考えてみません机
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主 催 丸森未来創造シ ン ポジクム 実行委鼻会
共 催 まるもら移住 ･ 定住サ ポ ー トセ ン タ ー じゅ

- ぴた っ ､ 丸森
``

こら い ん
,,

ツ ー リス ト( 一 般財団法人丸森町観光物産振興公社)
後 援 丸森町 / 協 力 ｢ 般社団法人 M A K O T O ､ ｢ 般社団法人ふら っ と - ほく､ 高野建設株武舎社､ N P O 法人その つ森



丸森 ジ ンポジウム ～

一 間 二卿

■ ■

時 間 17 :3 0 ～ 1 9 :3 0

会 場 旧丸森郵便局 仇森町字町西 32)

定 員 40 名程度

チケット ¥ 3 ,0 0 0 嘩亮券) / ¥ 3 ,5 0 0 ( 当日券)

H a p p y T o c o
『君住む街で』

～ 誰かを想い ､ 誰かを慕い ､ 誰かを偲び ～

その ような思 い をの せ て奏でられ る音楽は

数多くあ は す｡ そこ で思 い描か れるの は､

今自分 が い る こ の 場所で は なく､ 患 い を

寄せ る誰か の住むと こ ろ
…

そ こは ､ 自分の

心の 居処なの でしょう｡ 誰かを思う気持ちを

表した曲をH a p py T o ⊂0 オリジナ ル アレ ンジ †

せお届けします｡ 裏

演奏曲目 ｢ 映画 『ィル ･彿ス テイ ー ノ』 テ
ー マ ｣
｢ 雪の 降る街 をJ ｢幸 せ はどこ に｣

舶 叩1J_
T 9 こ･8

ピア ノ ･ 榊原光裕､ プアイオリン
･ 佐藤聡子､ ドラ ムス ･ 岸川雅裕 をレ ギ ュ ラ ー メ ソノ し

として ､ 2 ∝)8 年 に結成したイ ンス トク ルメンタル ･ ユ ニ
ット｡ さまぎまなテ ー マ で ライダ

ー重 ね､ つ ね にオリジナ ル ･

ア レ ンジ を発 表｡ これ まで ､ 4 枚 の ⊂D フ ル ノくムと ､

7 枚の チャ ー ミング C D を 州
- ス

｡

○榊原光裕 (pi8 n O) 仙台市生量れ ｡ 東北大学工学部精密工学科卒業｡ メ
ー

クワ 一 昔葉大学首席卒業｡
r定禅寺ス トリ ー トジャ メ 7 ‡ スナ イパ ル』 曾1 99 1 年に立ち上 げ ､ ユ0 年以 上音楽藍 甘セ ウ とめ た .

さ主ざ主な青葉に土り わろ講座も ､ 定評が ある ｡

○佐蔑聡子 ( v ねIin) 秋田市生i れ ｡ 4 歳よカグアイオリンを嘘じめ る. 東北大学文学部哲学科美学
･ 西洋

美術史専攻卒業｡ 歴 史的建造物で の コ ソ ナ
ー

トや ス ク
ー

ル コ ンサ ー トに 力書入 れ て い る ｡ 音楽 家

+ 鮮 動こよる ユ ; ツ トで 鴎 ､ ウール ブ け ｢ m q 錮 m ロ 望U 書刊行して t
､

る .

0 鼠Il雅裕 (d r u m s) 仙台市生まれ ｡ 幼少よb ピアノモ瞳 じめ ､ 後にドラム に転向｡ と争に ′イナミグクに ､

とさにか ぎ鼻なく■細に ､ 幅の ぁる膏薬性で ､ メソメ ー 内最年少なが ちし っ か , と H a pp y T ∝ ○七重えて いる｡

第 2 部は ､ 普段
一 般公開され て い な い ､ 国の登録

有形文化 財で ある ｢ 旧丸森郵便局｣ を会場に､

ライブ& ト ー クセ ッ シ ョ ンを開催します ｡

醐a p pさ√T o こ0 さん の音楽に心満ちた後 蛙.
､ 話題を

｢リノ ベ
ー シ ヲ ン｣ に移し､ 空き家を改築して地域

の拠点づくウをした後､ どん な化学反応が起こ るか

を探 っ て い きます ｡

枠 にとらわ れ な い 自由な

世界観に､ 多くの フ ア ンが

魅 了 す る超現 実主義 系

作家 ｢宮城輝夫｣ 画伯の 宮城匹夫 ｢夜 弛

作品も会場内に展示｡ 豪華共演をお 楽しみください ｡

壱加ご希望の方は､ 下記お問合せ先までT E L またはメ ー ル言いただくか､ 必要事項盲ご記入の上 ､ このままF A X でご送信くださしl｡

※ ご記入 い た ださ重した個人惰葡厄 ､ 当事務局側 の 管理もと十任をもっ て取分扱 い 量す｡ 本イ ベ ン トに関するお 客様 へ の ご連絡 や今後各種情報せき 届けすることに利用させ て いカ だきます｡
本人 の許可なしに第 三者に捷供することば あ " せ ん ｡
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′′

こ ら い ん
′̀

ツ ー リ ス ト ( 丸森町観光案内所 ｢ やまゆり館内｣)
T E L : 0 2 2 4 - 7 2 - 6 6 6 5 / F A X : 0 2 2 4 - 8 7 - 6 6 1 6
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